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　県、市では住宅の耐震化に関する助成制度を設けています。

　特に市では、住宅の無料耐震診断に加え、新規事業として今年度７月から、住宅に防災ベッド等を設置する

費用の助成および安全性が低いと診断された住宅を安全な住宅に建替える場合の補助を始めます。

　設置等を検討される人は、都市計画課（市役所本館２館）へ申し込みをしてください。

問都市計画課☎43-5227　問兵庫県建築指導課☎078-362-4340

お問い合わせ
（公財）兵庫県住宅再建共済基金
TEL 078-362-9400

（専用電話：平日9:00～17:00）
http://phoenix.jutakusaiken.jp/index.html

◆兵庫県は、平成 26 年３月に定めた「津波防災インフラ整備５箇年計画（暫定版Ⅱ）」に防潮堤等の沈下対
策を追加した「津波防災インフラ整備計画（確定版）」を策定しました。以下のアドレスでご覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問兵庫県県土整備部県土企画局技術企画課☎ 078-341-7711（代表）

http://web.pref.hyogo.jp/governor/documents/g_kaiken20150601_03.pdf

◆防災ベッド・木質耐震シェルター等の助成を始めます

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に

「
総
合
教
育
会
議
」
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ

市
で
は
６
月
１
日
に
「
第
１
回
総

合
教
育
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
市
長
と
教
育
委
員
会

で
構
成
さ
れ
、
第
１
回
目
の
会
議

で
は
、
会
議
設
置
要
綱
に
つ
い
て

及
び
教
育
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
の
生
活
支
援
と
消
費
喚

起
を
促
す
と
と
も
に
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
に
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
「
き
ば
っ
て
い
こ
う

南
あ
わ
じ
市
」
発
売
事
業
を
実
施
。

市
内
で
は
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

商
品
券
発
売
前
の
５
月
25
日
、

発
行
者
・
販
売
者
で
あ
る
市
役
所

か
ら
中
田
市
長
、
運
営
者
で
あ
る

同
商
品
券
実
行
委
員
会
長
の
志
智

市
商
工
会
長
が
揃
っ
て
記
者
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
今
回
の
商
品
券

は
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
と
な
っ

て
い
る
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
使
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
志
智
会
長
は
「
こ
の
商

品
券
が
地
元
商
業
の
活
性
化
の
起

爆
剤
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
事
前
に
募
集

し
た
商
品
券
デ
ザ
イ
ン
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
や
フ

グ
な
ど
の
市
内
特
産
品
と
笑
顔
あ

ふ
れ
る
３
世
代
の
家
族
を
描
い
た

作
品
を
応
募
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

太
田
亜
紀
奈
さ
ん
（
潮
美
台
）
が

入
賞
。
中
田
市
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
品
券
は
７
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
半
年
間
、
市
内
４
５
３

店
舗
で
使
用
で
き
ま
す
。
担
当
者

は
「
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き

な
く
な
る
の
で
、
早
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

市
商
工
会
員
事
業
所
で
商
品
券

１
枚
（
１
０
０
０
円
）
使
用
に
つ
き
、

応
募
シ
ー
ル
１
枚
を
配
布
。
シ
ー

ル
を
集
め
、
応
募
す
る
と
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

◆
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
内
容　

応
募
シ
ー
ル
５
枚
１
口

で
１
人
何
口
で
も
応
募
可

▽
応
募
期
間　

10
月
31
日
ま
で

◆
お
楽
し
み
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト

▽
内
容　

応
募
シ
ー
ル
10
枚
１
口

で
１
人
1
口
限
り

▽
応
募
期
間　

12
月
31
日
ま
で

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

第
1
回
総
合
教
育
会
議
を
開
催
！

「
き
ば
っ
て
い
こ
う
南
あ
わ
じ
市
」
商
品
券
を
発
売
！

支 援 対 策 内　　　容

【新規】
防災ベッド等
設置促進事業

◆対象となる費用　
　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅で、
　耐震診断で安全性が低いと診断さ
　れた戸建住宅での、防災ベッドや、
　木質耐震シェルター設置費の補助
◆補助額　上限２５万円（購入費相当額まで）

※条件で補助額が異なる場合があります。詳しくは都市計画課までお問い合わせください

【新規】
住宅建替補助

◆対象となる費用　昭和５６年５月以前着工の住宅で、耐震診断で安全性が低
いと診断された戸建住宅を安全な住宅に建て替える場合
◆補助額　１００万円

簡易耐震診断
市が派遣した登録診断員が住宅の耐震性を評価します。
◆対象住宅　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅
◆診断費用　無料

（新規事業の助成を受ける場合は、簡易耐震診断を受ける必要があります）

住宅耐震改修計画
策定費補助

◆補助率等　補助率２/ ３、補助限度額２０万円

住宅耐震改修
工事費補助

◆補助率等　補助率１/ ３、補助限度額１００万円

　※ 南あわじ市から補助金が加算される場合があります（最大３０万円）

部分型耐震化補助
・簡易耐震改修工事費補助
・シェルター型工事費補助
・屋根軽量化工事費補助

◆対象となる費用　安価で簡易な手段により人命を保護する対策としての費用
◆補助額　５０万円（定額）

 
ま
た
教
育

課
題
に
つ
い

て
は
、
教
育

委
員
か
ら
教

職
員
の
人
数

の
確
保
や
教

職
員
の
資
質

の
向
上
な
ど

に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま

し
た
。

▲第1回南あわじ市総合教育会議

▲発表された「きばっていこう南あわじ市」商品券
　（左から）太田さん、中田市長、志智会長

▲防災ベッド

ひょうご住まいの耐震改修促進事業

★防災ベッドとは・・・
　金属製のフレームなどでベッドの上部を覆い、ベッド内の人を保護し就寝中の安全などを確保するものです。
★木質耐震シェルターとは・・・
　住宅内の一部に木材等で強固な箱型の空間（シェルター）を作り、安全を確保するものです。

※各メニューにより対象となる条件が異なります。詳しくは都市計画課までお問い合わせください

◆兵庫県が津波防災インフラ整備計画を公表しています！

　◆住宅再建共済制度(負担金：年額5,000円）

住宅再建共済制度加入者が一部損壊（※1）の被害を受けたとき
○一部損壊で建築・購入補修＝２５万円
○建築・購入補修せず、賃貸住宅に入居した場合など＝１０万円
　（居住確保給付金）、

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。

　◆一部損壊特約（負担金：年額500円）
一部損壊（※1損害割合10％以上20％未満）を給付対象とする制度

　◆自然災害から「住まい」「家財」を守る　フェニックス共済
　◆フェニックス共済は兵庫県が条例に基づいて実施する「安全」・「安心」の制度です

　＋

【共済給付金】（半壊以上の被害を受けたとき）
○再建・購入＝６００万円
○補修＝２００万円（全壊）、１００万円（大規模半壊）、５０万円（半壊）
○再建・購入・補修をしない場合＝１０万円

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。

　※初年度は500円／月×3月までの月数（上限5,000円）です

　◆家財再建共済制度(負担金：金額1,500円）
【共済給付金】（半壊以上または床上浸水の被害を受けたとき）
○全壊で購入・補修＝５０万円
○大規模半壊で購入・補修＝３５万円
○半壊で購入・補修＝２５万円
○床上浸水で購入・補修＝1５万円

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。
  　 3　落雷等で家財のみが被害を受けた場合は対象外。

住宅再建共済にプラスして
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旬
の
色
　
南
あ
わ
じ
を
彩
る

　

６
月
が
旬
と
な
る
灘
の
ビ
ワ

の
出
荷
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
し

た
。例
年
に
比
べ
糖
度
の
高
い
も

の
が
出
来
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。甘
味
が
あ
り
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

灘
の
ビ
ワ
は
、平
成
22
年
度
に
県

の「
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
認

証
」を
取
得
さ
れ
る
な
ど
、生
産
者

の
方
々
の
努
力
が
市
場
の
高
い
評

価
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
期
に
は
、
市

内
各
地
で
収
穫
体
験
が
催
さ
れ
、

地
元
小
学
生
が
収
穫
を
体
験
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
島
外
か
ら
の

多
く
の
観
光
客
が
収
穫
体
験
を
楽

し
ま
れ
る
様
子
を
見
か
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
南
あ
わ
じ
の
た

ま
ね
ぎ
を
は
じ
め
と
す
る
新
鮮
美

味
な
食
材
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境

で
育
て
ら
れ
、
い
か
に
安
心
・
安

全
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
上
で
重
要
で
あ
り
ま
す
し
、
観

光
と
農
業
の
連
携
と
い
う
点
で
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

大
鳴
門
橋
は
昭
和
60
年
に
開
通

し
て
以
来
、兵
庫
県
と
徳
島
県
、南

あ
わ
じ
市
と
鳴
門
市
を
つ
な
ぐ
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
本
年
は
開
通
30
周
年
を
迎

え
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。鳴
門
海
峡
の
渦
潮

に
つ
き
ま
し
て
は
、兵
庫
・
徳
島
両

県
、鳴
門
市
と
も
連
携
を
密
に
し
、

今
後
も
鳴
門
海
峡
を
越
え
た
地
域

連
携
の
絆
を
深
め
て
い
き
な
が
ら

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
推
進
を

図
り
ま
す
。夏
休
み
を
間
近
に
控

え
る
７
月
、是
非
、渦
潮
観
潮
に
も

足
を
運
ん
で
、う
ず
の
迫
力
と
壮

大
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、６
月
末
に
は
、
大
き
な

ご
期
待
を
い
た
だ
き
な
が
ら「
き

ば
っ
て
い
こ
う
南
あ
わ
じ
市
商
品

券
」（
総
額
６
億
円
、20
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
）を
発
売
し
ま
し
た
。ご

利
用
い
た
だ
け
る
期
間
は
本
年
12

月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ご

購
入
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、是
非
と
も

有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
南
あ
わ
じ
で
旬
を
迎

え
る
様
々
な
食
材
た
ち
。今
の
時

期
の
ビ
ワ
や
新
た
ま
ね
ぎ
な
ど
に

続
き
、こ
れ
か
ら
も
様
々
な
食
材

が
南
あ
わ
じ
を
彩
り
ま
す
。地
方

創
生
の
時
代
、本
市
に
お
き
ま
し

て
も
、南
あ
わ
じ
市
版
地
域
創
生

戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、国
の
地
方
創
生
施
策
を
十

分
に
活
用
し
な
が
ら
飛
躍
す
る
南

あ
わ
じ
市
を
目
指
し
、前
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▲開通30周年を迎えた大鳴門橋

▲甘味がありジューシーな灘のビワ

問税務課☎43-5213

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
3
回
植
物
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

今
回
は
東
京
大
学
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
の
難
波
成
任
教

授
に
よ
る
、
植
物
病
原
体
「
フ
ァ

イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
」
と
そ
の
最
新
の

生
命
科
学
の
話
題
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
ま
た
タ
マ
ネ
ギ
や
レ
タ
ス

等
の
病
害
発
生
の
近
況
と
防
除
に

向
け
た
取
組
の
報
告
な
ど
話
題
満

載
で
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
22
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

▽
場
所　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
義
室

▽
参
加
費　

無
料

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー　

　

☎
42
・
４
７
０
８

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
生
涯
学

習
講
座
の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指

し
、
生
涯
学
習
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
開
催
テ
ー
マ
は
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。

▽
場
所　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
４
講
義
室

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
定
員　

30
人
程
度

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー　

　

☎
42
・
４
７
０
８

開催日 テーマ 講　師

7月  8日  日常生活に役立つ! 実用書道講座  書道家　福田紫香 氏 

7月15日  古民家を活かす  まちづくり専攻建築士・兵庫県ヘリテージマネージャー　奥井正造 氏

8月  5日  親子で取り組む夏休み自由研究  吉備国際大学地域創成農学部講師　吉川貴德 氏

8月19日 「子ザル」駅長と鉄道の再生  ストラテジック・コンサルティング合同会社代表執行役社長　松本孝徳 氏

9月  2日  ～いのちをつなぐ～めずらしい野菜と種とりのお話  淡路島西洋野菜園　柴山厚志 氏

9月16日  淡路人形浄瑠璃の今、昔  公益財団法人淡路人形協会 理事長　正井良徳 氏

9月30日  コミュニケーション上手になろう！
 話す/聞く/話し合うコツをつかむ  青木将幸ファシリテーター事務所代表　青木将幸 氏

国民健康保険税･･･・・・・･･【１期】

固定資産税･･･・・･･･・・・・・【２期】

納期限　７月３１日(金)７月３１日(金)
《納期内に忘れず納付しましょう》

　特別徴収とは、事業主（会社）が従業員の毎月の給与から個人住民
税を天引きし、市町に納入いただくものです。
　平成27年度の個人住民税は、平成27年６月分から平成28年５月
分までの給与から12回に分けて事業所を通じて納めていただきます。

特別徴収のメリット
　❶年４回納める普通徴収に比べ、毎月の給与天引きになるので、従
　　業員にとって１回当たりの納税額が少なくて済む。
　❷従業員が市役所窓口や金融機関等に出向く手間がなくなる。
　❸納付忘れを防ぐことができる。

　従業員が常時10人未満の事業所の場合は、市町に申請し承認を
受けることにより、年12回の納期を年２回にする制度も利用できます。
年の途中からでも普通徴収を特別徴収に切り替えることができますの
で、事業所を通じて申し出ください。

事業主のみなさん、
個人住民税の特別徴収していますか？

◆簡単にコンビニで納付！
　市税は、コンビニエンスストアで納付できます。
　平日に金融機関、市役所に行くことが難しい人など、
曜日、時間を気にすることなく営業時間内であればい
つでも納付できますので、お近くのコンビニエンススト
アをご利用ください。
　納付できる店舗は、納付書の裏面に記載されていま
す。なお、バーコードが印字されていない納付書や、納
期限が過ぎたものはコンビニエンスストアでは納付で
きませんので、市内等の金融機関、市役所窓口等で納
付をお願いします。

　ヴィッセル神戸のホームゲームの無料観戦チケットを、南あわ
じ市在住の人にプレゼントします。
●日時　８月16日（日）18時試合開始
●場所　ノエビアスタジアム神戸
　　　　（神戸市兵庫区御崎町１-２-２）
●カード　ヴィッセル神戸　vs.　川崎フロンターレ
●席種人数　バック自由席に抽選で200人
●申込方法
 （１）官製往復ハガキで応募
　　❶申込人数（5人まで）❷参加者全員の郵便番号、
　　住所、氏名、年齢、電話番号
　　※返信先住所を記入
　　応募先：〒652-0855 神戸市兵庫区御崎町1-2-1
　　「ヴィッセル神戸南あわじ市民応援デー係」
●当選連絡　試合の1週間前までにハガキで連絡
●応募締切　8月１日（土）必着
問ヴィッセル神戸チケットセンター
　☎078-651-1222 ※平日10:00～17:30

ヴィッセル神戸南あわじ市民応援デーヴィッセル神戸南あわじ市民応援デー

　プレゼント

◆キャンペーンについて
　お買上げ金額300円につき１スタンプを５つ （1,500円以
上）集めると、300円の商品券を贈呈（20％還元）します。
※国の地域住民生活等緊急支援施策交付金を受けた「プレミア
　ム商品券」でのお買い上げ分はスタンプの対象となりません
※発行する商品券が無くなり次第終了となります

◆市内開催直売所（４店舗）
　サンライズ淡路特産物直売所、魚彩館
　とれたてわーるど（シーパ内）、美菜恋来屋

ひょうご　夏トク　直売所 検索

問兵庫県総合農政課 ☎078-362-3444

問美菜恋来屋 ☎43-3751

　

佐
々
井 

政
信
さ
ん（
福
良
）

が
、「
多
く
の
人
に
利
用
し
て
欲
し

い
」と
車
い
す
を
市
役
所
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。ご
寄
附
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

車
い
す
の
寄
贈

　日程　７月２６日（日）
　場所　あわじ島まるごと食の拠点施設　美菜恋来屋
　内容　（１）手しごと市 あわじクラフトミーツ10:00～16:00
　　　　　　淡路の手づくり作家が２０店舗集結。デコナップ、
　　　　　　羊毛フェルト、革小物のワークショップもあります。

　　　　
　　　　（２）和太鼓演奏　11:00～、13:30～
　　　　　「三原志知和太鼓クラブ　志童」による和太鼓演奏　

７月１日（水）～８月31日（月）

検索

７月イベント

あわじクラフトミーツ

兵庫県農産物直売所

「ひょうご夏トク直売所
プレミアムキャンペーン」

▲寄贈の車いす



　

　

◆企業団地
・BF-7-1 面積10,283.65㎡　 価格168,651,000円（16,400円/㎡）

◆みどりが丘団地(住宅用団地）

・H号地　 面積152.33㎡　 価格4,051,000円（26,600円/㎡）

・33号地  面積218.62㎡　 価格7,010,000円（36,200円/㎡）

　

　

6

お知 
らせ 

  

◆ 新電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農商部】
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
農林水産課☎43-5223
食の拠点推進課
　　　　　☎43-5224
農地整備課☎43-5225

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236
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お知らせ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

受
付
中
で
す
。

　

対
象
の
人
は
、
請
求
期
間
内

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
の
人
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
に
お
い
て
「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
人
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。 

◆
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で

1
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人 

2
戦
没
者
等
の
子 

3
戦
没
者
等
の
（
１
）
父
母
、

（
２
）
孫
、　
（
３
）
祖
父
母
、

（
４
）
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す　
　

4
前
記
の
1
か
ら
3
以
外
の
戦

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

限
り
ま
す
。 

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債
（
毎

年
５
万
円
を
償
還
）

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月

２
日
ま
で

請
求
窓
口　
福
祉
課
窓
口（
市

役
所
本
館
１
階
の
「
７
福

祉
・
子
育
て
支
援
」
窓
口
）

持
参
す
る
も
の　
印
鑑
、
申

請
者
身
元
確
認
書
類
（
健
康

保
険
証
、
介
護
保
険
証
な

ど
）
等

提
出
書
類

❶
特
別
弔
慰
金
請
求
書　
　

❷
遺
族
の
現
況
等
の
申
立
書

❸
印
鑑
等
届
出
書

❹
請
求
同
意
書
（
同
順
位
者
が

い
る
場
合
）

❺
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
等

❻
そ
の
他
必
要
な
書
類

※
❶
か
ら
❹
の
書
類
は
請
求
窓
口

に
備
付
け
て
い
ま
す
。
❺
は
、

市
民
課
「
２
証
明
書
発
行
」
窓

口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

政治倫理審査会委員候補者 総合計画審議会委員

委員会の
役割概要

市長、議員等の政治倫理条例で規定され
ている市民からの調査の請求に係る調
査審議等を行う

市長の諮問に応じ、総合的で計画的な行
政の運営を図るための市の基本構想や基
本計画の策定について調査審議を行う

募集人数 1 人 ３人

任 　 期 平成 27 年 10 月 1 日から
平成 29 年 ９月 30 日まで

平成 27 年９月から
平成 29 年３月まで（予定）

応募期限 ７月 31 日（金）午後 5 時まで

応募資格
◆次の①～④の内容をすべて満たす人
①市長および議会議員の選挙権を有する ②市議会議員、市職員でない 
③市のほかの付属機関の公募委員ではない ④暴力団員ではない

応募方法

応募用紙に必要事項を記入し、「私が
考える公正で開かれた市政」をテー
マに８００字程度の小論文（書式自
由）を添えて、総務課へ持参または
郵送

応募用紙に必要事項を記入し、「南あ
わじ市の未来と取り組むべき課題」
をテーマに８００字程度の小論文（書
式自由）を添えて、ふるさと創生課
へ持参または郵送

問合せ先  
および

郵 送 先

問総務課（市役所本館３階）
　☎43-5001

問ふるさと創生課（市役所本館３階）
　☎43-5205

市役所
住　所 〒 656-0492　南あわじ市市善光寺 22 番地 1

南あわじ市政治倫理審査会委員候補者ならびに
南あわじ市総合計画審議会委員を公募します

『古文書・なつかしの写真』の展示資料の募集について

◆展示期間　平成 27 年 10 月 24 日（土）～ 11 月１日（日）まで

第 47 代　淳仁天皇 没後 1250 年祭

◆展示場所　賀集公民館（市民交流センター）
●展示品につきましては、当公民館におきまして選別・選考させていただきます。

●なお、展示スペースには限りがございます。

　ご希望に添えない場合もございます。

　あらかじめご了承ください。

問賀集公民館☎ 54‐0331

　　　　　　F 54‐0332
〒 656‐0514 南あわじ市賀集 1053 番地

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
７
月

は
強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

を
社
会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け
入

れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社

会
を
目
指
し
ま
す
！

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

企業団地、みどりが丘団地の価格を改定しました！

　今年は第47代淳仁天皇没後1250年にあたります。50年前の昭和40年には高松宮殿下ご夫妻がこの

地を訪れ没後1200年祭が盛大に開催されました。賀集公民館では、1250年の節目の年にあたり、

「淳仁天皇御陵」に関係する「古文書」・「なつかしの写真」の展示を開催予定です。

　つきましては、皆様方から淳仁天皇・御陵にまつわる古文書・なつかしの写真等について広く募

集します。（一定期間お預かりし、展示をさせていただく予定です。）

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
務
所
移
転

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、

７
月
13
日
（
月
）
か
ら
、
市
役
所

第
１
別
館
１
階
に
移
転
し
ま
す
。

問
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
43
・
５
２
４
７

　

F
　

43
・
５
３
４
７

　

▲写真は製品の一例です

日
程　

７
月
11
日
（
土
）

場
所　

湊
地
区
公
民
館
（
旧

　

西
淡
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル

❶
講
演
会 

午
後
１
時
30
分
～

「
更
生
保
護
の
課
題
と
方
向

性
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
保

護
観
察
所
民
間
活
動
支
援

専
門
官
に
よ
る
講
演
会

※
当
日
は
園
児
が
ち
び
っ
子
お

ま
わ
り
さ
ん
に
な
っ
て
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
！

❷
刑
務
所
作
業
製
品
展
示

即
売
会  

午
後
１
時
～

　
　

受
刑
者
が
製
作
し
た
刑
務

所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

会
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
市
推
進
委
員
会

　

事
務
局（
市
役
所
総
務
課
内
）

　

▲まな板などの木工製品等

　
　

☎
43
・
５
０
０
１

   ※詳細の場所等は市のホームページに掲載しています　
　問ふるさと創生課☎43-5205

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
啓
発
活
動
の
日
」
の
実
施
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＊
課
税
所
得
金
額
と
は
・
・

　
　

前
年
中
の
総
所
得
金
額
等（
収

入
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
金

額
）か
ら
基
礎
控
除（
33
万
円
）を

差
し
引
い
た
金
額

　

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（【
表
１
】
参
照
）
な
お
、
税
率
に
つ
い

て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
課
税
限

度
額
や
軽
減
対
象
に
つ
い
て
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

課
税
限
度
額
の
医
療
保
険
分
を

52
万
円
（
現
行
51
万
円
）
に
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
を
17
万
円
（
現

行
16
万
円
）
に
、
介
護
保
険
分
を

16
万
円
（
現
行
14
万
円
）
に
改
正
と

な
り
ま
し
た
。

◆
所
得
の
低
い
人
に
対
す
る
保

険
税
軽
減
の
対
象
世
帯
を
拡
大

　

前
年
中
（
平
成
26
年
１
月
～
12
月
）

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が
国
の
定

め
る
基
準
額
を
下
回
る
世
帯
に
つ
い

て
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
一
部

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
軽
減
判
定
に
は
国
民
健
康
保
険
の

資
格
の
な
い
世
帯
主
の
所
得
金

額
も
含
ま
れ
ま
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
５
割
及
び
２

割
の
軽
減
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

（【
表
２
】
参
照
）

◆
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付

す
る
世
帯

　

申
請
す
る
こ
と
で
年
金
か
ら
の
天
引

き
を
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
へ
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ ５割軽減の拡大
改正前 33万円＋24.5万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）

改正後 33万円＋26万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）

▼ ２割軽減の拡大
改正前 33万円＋45万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）

改正後 33万円＋47万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）

【表2】平成27年度からの軽減措置の拡大
＊
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と

は
・
・　

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
対
象
者
の
う
ち
、後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
ま
で
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
り
、か
つ
、

そ
の
時
の
世
帯
主
と
そ
れ
以

後
も
同
一
世
帯
に
属
す
る
人

医療保険分
（0 ～ 74 歳）

後期高齢者支援金等分
（0 ～ 74 歳）

介護保険分
（40 ～ 64 歳）

所得割　　
（課税所得金額＊×税率） 7.7％ 2.0％ 1.7％

資産割　　
（固定資産税額×税率） 18.0％ 6.0％ 3.0％

均等割【1 人あたり】 2 万 6,500 円 7,400 円 8,000 円

平等割【1 世帯あたり】 2 万 4,600 円 6,600 円 4,100 円

課税限度額 　52 万円　
（51 万円）

17 万円
（16 万円）

16 万円
（14 万円）

【表1】平成27年度の税率等 （ ）内は26年度

　

な
る
人
、
保
険
料
納
付
方
法
変
更

申
出
書
を
提
出
し
て
い
る
人
が
対

象
で
す
。

❷
保
険
料
の
納
付
方
法

◆
年
金
か
ら（
特
別
徴
収
）

　

10
月
か
ら
開
始
と
な
る
人
は
３
回

分
（
７
～
９
月
）
は
口
座
振
替
か
納

付
書
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
・
納
付
書（
普
通
徴
収
）

　

７
月
～
翌
年
３
月
ま
で
毎
月
納
付

い
た
だ
き
ま
す
。
年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
人
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
１
／
２

を
超
え
る
人
、
今
年
度
中
に
75
歳
に

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が
次の基準以下の世帯

軽減割合
（軽減後の年額）

基礎
控除額
33万円

被保険者全員の各所得（年金所得は、控
除額を80万円として計算）が0円

　　９割　（注１）
（4,760円）

上記以外 　8.5割　（注１）
（7,140円）

基礎控除額33万円＋26万円(注2)×被保険者数                                   　　 ５割
（23,801円）

基礎控除額33万円＋47万円(注2)×被保険者数        ２割
（38,082円）

▼同一世帯内の26年中の総所得金額等が一定額以下の人

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

（
９
ペ
ー
ジ
【
表
A
】
の
区
分
で
、

❶
保
険
料
の
計
算
方
法

※
総
所
得
金
額
等
…
収
入
額
か
ら
控

除
額（
公
的
年
金
等
控
除
額
、給
与

所
得
控
除
額
、必
要
経
費
）を
引
い
た

金
額
。所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控

除
、扶
養
控
除
等
）は
含
み
ま
せ
ん

（
注
１
）本
来
は
７
割
軽
減
で
す
が
、

特
例
措
置
に
よ
り
９
割
ま
た
は
、

８
．５
割
軽
減
と
な
り
ま
す

（
注
２
）平
成
27
年
度
保
険
料
の
低

所
得
者
軽
減
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た

◆
所
得
割
額
に
つ
い
て

　

所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
所
得

が
58
万
円
（
年
金
収
入
の
み
の
場

合
は
２
１
１
万
円
）
以
下
の
人
は

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
❶均等割額　4 万 7,603 円

平成 27 年度保険料額
（最高限度額 57 万円）

❷所得割額
（平成26年１月～１２月の総所得金   

　額等（※）－33万円）×9.7%

＋

＝

　

被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は
毎

年
８
月
１
日
で
す
。

　

７
月
下
旬
頃
に
新
し
い
被
保
険

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保

険
者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
有
効
期
限
が
短
い
被
保
険
者

証
（
短
期
被
保
険
者
証
）
を
送
付

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成
26
年

中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
平

成
27
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
と

平
成
26
年
（
１
月
か
ら
７
月
ま
で

は
平
成
25
年
）
中
の
収
入
額
を
も

と
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
状
況
の
異
動
や
所

得
の
更
正
に
よ
り
、
随
時
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
左
９
ペ
ー
ジ
下
に
【
表
A
】
医

療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
と

自
己
負
担
限
度
額
等
を
掲
載

❶
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

1
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

   

７
月
中
旬
頃
に
送
付
し
ま
す

❺
保
険
料
の
減
免
を

      
受
け
ら
れ
る
場
合

⑴
災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け
た

⑵
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ
た

⑶
他
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
死

亡
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
世

帯
の
所
得
が
軽
減
判
定
基
準

以
下
と
な
る

⑷
一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受
け
た

❹
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
被
用

者
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
〔
協

会
け
ん
ぽ
〕、
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
は
、
所
得
割
は
か
か
ら
ず
、

均
等
割
額
が
本
来
５
割
軽
減
で
す

が
特
例
措
置
に
よ
り
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
・

国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ
れ

て
い
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

区 分
 一 部
負担金
の割合

自己負担限度額 ( 月額） 入院時の食
事代の標準
負担額

（1 食当たり）
該当条件

個 人 単 位
【外来】

世帯単位
【入院含む】

現 役 並
み 所 得
者

３割 44,400 円

8 0 , 1 0 0 円
+（ 医 療 費 －
267,000 円 ）

×１％
【44,400 円】

※１
260 円

同一世帯に住民税課税所得 145 万円以上の被保険者がいる世帯の人 ※ ３
ただし、住民税課税所得 145 万円以上でも収入額（年金・給与等収入合計）
が一定金額に満たない人（※４）は、市の担当窓口に申請することにより

「一般」の区分となります。
◆対象となる可能性がある人には申請書を送付しています

一般

1 割

12,000 円 44,400 円 「現役並み所得者」、「低所得者Ⅱ」、「低所得者Ⅰ」以外の人

低
所
得
者

Ⅱ
8,000 円

24,600 円
210 円

【160 円】
※２ 世 帯 員 全

員 が 住 民
税非課税

「低所得Ⅰ」以外の人

Ⅰ 15,000 円 100 円
◆各所得が必要経費・控除（公的年金等控除額　は 80 万円と
して計算）を差し引いた場合に　0 円となる人
◆老齢福祉年金の受給者

❷
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

※１　【 】内は過去 12 ヵ月以内に世帯ですでに３回以上の高額療養費が支給されている場合、４回目からの額
※２　【 】内は過去 12 ヵ月の入院日数が 90 日を超える場合、91 日目からの額（申請が必要）

※３　昭和 20 年 1 月 2 日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額 145 万円以上であっても、被保険者全員の

　　　基礎控除（33 万円）後の総所得金額等の合計額が 210 万円以下であれば、１割負担となります
※４  ○同一世帯に被保険者が一人の場合 ⇒被保険者の収入額 が 383 万円 に満たない

     
  ○同一世帯に被保険者が一人で 70 歳以上 75 歳未満の人がいる場合 ⇒ 被保険者と 70 歳以上 75 歳未満の人全員の収入

　　 　合計額 が 520 万円に満たない

　  　

○同一世帯に被保険者が二人以上いる場合 ⇒被保険者全員の収入合計額が 520 万円に満たない

【表Ａ】医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額等（後期高齢者医療制度）

低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
）
の
人
は
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
ご
と
に
１
か
月
間
に
支

払
う
自
己
負
担
額
が
、
外
来
・
入

院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま

で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
に

つ
い
て
も
減
額
さ
れ
ま
す
。（
柔
道

整
復
、
鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
な
ど
は
除
く
。）

　

認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年
８

月
１
日
で
す
。
現
在
、
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降
も
引
き

続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月

下
旬
頃
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。
世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
人
で
減
額
認
定
証
の

申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

市
役
所
１
階
市
民
課
窓
口
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

❸
納
付
相
談
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
に

は
、短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。未
納
の

あ
る
人
は
速
や
か
に
納
付
す
る

か
、市
民
課
で
納
付
相
談
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内
に
つ
い
て

　

27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
が
決
定
し
ま
し
た

　 2
新
し
い
被
保
険
者
証
を

   

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

　 問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

問
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域　

　

連
合
事
務
局（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１

　

次
ぎ
の
⑴
～
⑷
の
場
合
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３



広報  

10

お知らせ

11 2015.7.1発行

　

申
請
方
法　

制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
書
は
長

寿
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

の
で
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
上
、
長
寿
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
添
付
資
料
と
し
て
、
預
貯

金
通
帳
の
写
し
が
必
要

で
す
。

※
現
在
、
制
度
利
用
さ
れ
て

い
る
人
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
に
更
新
案
内
及

び
更
新
申
請
書
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
き
続
き
利
用
さ
れ
る

場
合
は
申
請
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

長
寿
福
祉
課
に
申

請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
必
要
事

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

  １

問
長
寿
福
祉
課

☎
43
・
５
２
１
７

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
通
常
１
割

ま
た
は
２
割
負
担
が
原
則
で
す
が
、

社
会
福
祉
法
人
等
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
す
る
場
合
、
条

件
を
満
た
し
、
認
定
を
受
け
れ
ば
利

用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設（
老
人
福
祉
施

設
・
老
人
保
健
施
設
・
療
養
型
医
療

施
設
）に
入
所
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
場
合
、条
件
を
満
た
し
て

認
定
を
受
け
れ
ば
、居
住
費（
滞
在

費
）と
食
費
に
限
度
額
が
設
定
さ

利用者負担段階 対象者

第１段階
①生活保護を受給している人
②老齢福祉年金の受給者で本人と世帯全員（世帯分離してい
る配偶者含む）が市町村民税非課税の人

第２段階
世帯全員（世帯分離している配偶者含む）が市町村民税非課
税で、「本人の合計所得＋課税年金収入」が80万円以下の人

第３段階
世帯全員（世帯分離している配偶者含む）が市町村民税非課
税であって、第２段階以外の人

表1.軽減措置が受けられる対象者

利用者
負担段階

食費

居住費（滞在費）

多床室
（相部屋）

従来型個室 従来型個室 ユニット型
準個室

ユニット型
個室

特養 老健、療養 特養 老健、療養

基準費用額 1,380 円 ※ 840 円 370 円 1,150 円 1,640 円 1,640 円 1,970 円

第１段階 300 円 0 円 0 円 320 円 490 円 490 円 820 円

第２段階 390 円 370 円 370 円 420 円 490 円 490 円 820 円

第３段階 650 円 370 円 370 円 820 円 1,310 円 1,310 円 1,310 円

表2.負担限度額と基準費用額（１日あたり）

介
護
施
設
入
所
時
の
住
居
費
と
食
費
の
軽
減▲基準費用額は施設における平均的な費用を勘案して国が定めた費用額です。

　施設によっては、利用者負担額が基準費用額と異なる場合があります。

れ
、限
度
額
を
超
え
る
分
に
つ
い

て
は
介
護
保
険
か
ら
給
付
し
、利

用
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
等
の
利
用
者
負
担
軽
減

対
象
者　

市
町
村
民
税
が
非
課

税
世
帯
の
人
で
、
次
の
❶
～
❺

の
条
件
の
全
て
を
満
た
す
人

❶
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で

１
５
０
万
円
、世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算

し
た
額
以
下
で
あ
る

❷
預
貯
金
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る

❸
世
帯
が
居
住
用
家
屋
や
日
常
生

活
に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用

で
き
る
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

❹
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

❺
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

軽
減
額　

利
用
者
負
担
額
の
25

％
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

50
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

  ２

【軽減を受けられる市内事業所】

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0478　南あわじ市市福永 358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX ／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

会　員
募集中

対
象
者 

同
じ
世
帯
（
世
帯

分
離
し
て
い
る
配
偶
者
含

む
）
の
誰
に
も
市
町
村
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

（
非
課
税
世
帯
）、
預
貯
金※平成27年4～7月は370円

▲詳しくは、市のホームページにも掲載しています

等
が
単
身
１
０
０
０
万
円
以
下
、

夫
婦
２
０
０
０
万
円
以
下
の
人

が
対
象
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
応
じ
て
軽
減
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

項
を
記
入
、
押
印
の
上
、
長
寿

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
添
付
書
類
と
し
て
預
貯
金
通
帳

の
写
し
が
必
要
で
す

※
現
在
、
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

る
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

に
更
新
案
内
及
び
更
新
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
引
き
続
き
利

用
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
現
在
の
認
定
証
に
は
有
効
期
限

が
平
成
27
年
６
月
30
日
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
７

月
31
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す

▶緑風館 ▶緑風デイサービスセンター ▶みどりの家 ▶南あ
わじ市伊加利デイサービスセンター ▶特別養護老人ホームど
んぐりの里 ▶どんぐりの里ショートステイ ▶どんぐりの里
デイサービスセンター ▶幼老複合型うぃず ▶特別養護老人
ホーム翁寿園 ▶特別養護老人ホーム「太陽の家」▶特別養護
老人ホーム「太陽の家」短期入所生活介護事業所 ▶平成ホー
ムヘルパーステーション ▶老人デイサービスセンター「ケア
センター太陽の家」▶三原デイサービスセンターやすらぎ ▶
南あわじ市社会福祉協議会訪問介護事業所 ▶やすらぎ訪問
介護事業所▶特別養護老人ホームすいせんホーム ▶南淡デ
イサービスセンターやすらぎ ▶小規模多機能施設 風らん

　
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る

　

市
内
の
下
水
道
の
処
理
区
域

お
よ
び
施
設
の
統
廃
合
を
行
い

公
共
下
水
道
処
理
区
域
を
変

更
す
る
た
め
、「
都
市
計
画
下

水
道
の
変
更
に
係
る
都
市
計
画

（
案
）」
を
公
告
し
、
関
係
図
書

を
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
、
縦
覧

期
間
中
に
は
計
画
（
案
）
に
対

す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

～
７
月
15
日
（
水
）

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課（
市

役
所
本
館
２
階
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

住
所
、

氏
名
、
年
齢
お
よ
び
案
件
に

つ
い
て
の
意
見
を
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
書
い
て
、
都
市

計
画
課
へ
提
出　
　

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

　
淡
路
地
域
の
都
市
計
画
の
方
向
性
を
示
す

　

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
都
市

の
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け

て
の
大
き
な
道
筋
を
明
ら
か
に

す
る
「
淡
路
地
域
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

案
」
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時 

７
月
30
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
８
時

場
所 

洲
本
市
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
洲
本
市
宇
原

１
７
８
８
の
１
）

※
会
場
容
量
（
40
人
）
を
超
え
た

場
合
は
入
場
制
限
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す

◆
見
直
し
案
の
閲
覧

閲
覧
期
間 

７
月
１
日（
水
）

～
９
月
３
日
（
木
）

閲
覧
場
所 

兵
庫
県
都
市
計
画

課
お
よ
び
南
あ
わ
じ
市
都
市

計
画
課
（
兵
庫
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）　

問
兵
庫
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
５
７
８

都
市
計
画（
案
）の
公
告
お
よ
び
図
書
の
縦
覧

『
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
案
』

※縦覧期間中は、市のホームページでも閲覧できますhttp://web.pref.hyogo.lg.jp/town/cate3_201.html

　 

　
平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
、

交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
違

反
を
繰
り
返
す
自
転
車
の
利
用

者
（
14
歳
以
上
対
象
）
に
は
、

安
全
運
転
を
行
わ
せ
る
た
め
講

習
の
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
違
反
を
３
年
以
内

に
２
回
以
上
繰
り
返
す
自
転
車

運
転
者
に
は
、
公
安
委
員
会
よ
り

講
習
の
受
講
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
命
令
を
無
視
し
て
受

講
し
な
い
場
合
は
、
５
万
円
以

下
の
罰
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

違
反
を
繰
り
返
す
自
転
車
利
用
者
に

　  注   意

①信号無視 ⑧交差点優先車への通行妨害

②通行禁止道路の通行 ⑨環状交差点の安全進行義務違反

③歩行者用道路での歩行者妨害 ⑩指定場所一時不停止等

④通行区分違反 ⑪歩道通行時の通行方法違反

⑤路側帯での歩行者妨害 ⑫ブレーキ不良自転車運転

⑥遮断踏切への立ち入り ⑬酒酔い運転

⑦交差点安全進行義務違反等 ⑭安全運転義務違反

▼交通の危険を生じさせる違反　14 項目

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
実
施

◆
期
間　

７
月
15
日
（
水
）

　

～
24
日
（
金
）

◆
や
さ
し
さ
と  

　
　
　
笑
顔
で
走
る

   

　
　
　
　
兵
庫
の
道

◆
運
動
重
点

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

❷
自
転
車
の
交
通
安
全

❸
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険

な
運
転
の
根
絶

❹
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

『
自
転
車
運
転
者
講
習
』
を
義
務
づ
け

　  縦　覧
　  説明会



広報  

　
ひょうご地域安全

キャッチ電話相談
S O S

12

あなたのまちのケーブルテレビ さんさんネット

７月番組の見どころ
さんさんニュース ( 週 5 回更新）  　　 ※月曜日～金曜日 午後７時３０分更新
◆７月  ３日（金）
　めざせ！甲子園 への道～淡路三原高校野球部～
◆７月 14日（火）　
　南あわじ市消防操法大会　
◆７月 21日（火）
　魚彩館20周年フェアー
◆７月 22日（水）
　淡路人形浄瑠璃後継者団体発表会

撮っておき☆　　　　　　　　　　　　　※毎週月曜日 午後８時更新
◆７月  ６日（月）～
　賀集小学校 運動会
◆７月 20日（月）～
　南あわじ市社会福祉協議会 
   合併10周年記念フォーラムより
   講演「共に生きる地域づくり」に向けて

南あわじ市議会
第62回 南あわじ市議会定例会
一般質問「個人質問」(全４回)
◆７月13日（月）～16日（木）
　　午前８時～ と 午後８時～
◆７月18日（土）、19日（日）
　　午前８時～ と 午後８時～

　

◆ニュースの放送時間：午前７時30分、午後0時30分、午後７時30分、深夜０時30分◆

７月 月曜日～金曜日 土曜日・日曜日
午前６時 お知らせ お知らせ　
午前７時 キッズ等特集 さんさんニュース

再放送午前７時 30分 さんさんニュース
午前８時

撮っておき☆ 撮っておき☆
午前９時

午前 10時 お知らせ お知らせ

午前11時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ
正午 キッズ等特集 さんさんニュース

再放送午後０時 30分 さんさんニュース
午後１時

撮っておき☆ 撮っておき☆
午後２時

午後３時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ

午後４時 お知らせ お知らせ

午後５時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ

午後６時 情報交換！ご近所テレビ 情報交換！ご近所テレビ

午後７時 キッズ等特集 さんさんニュース
再放送午後７時 30 分 さんさんニュース

午後８時
撮っておき☆ 撮っておき☆

午後９時

午後 10 時 お知らせ お知らせ

午後 11 時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ

深夜０時 キッズ等特集 さんさんニュース
再放送深夜０時３０分 さんさんニュース

深夜１時 ショップチャンネル ショップチャンネル

問さんさんネット ☎43-2345

～地域の旬の話題を  イチ早くお届けします♪

お知らせ

13 2015.7.1発行

　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
補
充
受
付

　

平
成
26
・
27
・
28
年
度
に
お
け

る
市
が
行
な
う
競
争
入
札
（
建

設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
・
物
品
役

務
）
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
補

充
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
13
日
（
月
）

か
ら
７
月
31
日
（
金
）
ま
で
。

提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

提
出
場
所　

総
務
部
管
財
課

　
（
市
役
所 

本
館
３
階
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
管
財
課
☎
43
・
５
２
１
０

　追加受付
★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
第
６
回
三
原
ク
ラ
ブ
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
６
月
14
日
、
国
立
淡
路
青
少
年
交

流
の
家
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）　

【
男
子
】

　

筒
井 

修
也（
安
乎
）

　

馬
部 

政
好（
湊
）

　【
女
子
】 

　

金
崎 

夏
子（
志
知
）

　

米
盛 

浩
子（
東
浦
）

ひょうご地域安全

キャッチ電話相談

兵 庫 県 ・ 兵 庫 県 警 察

日常生活の中で、地域の安全・安心にかかる

異変に気づいたら、お気軽に「ＳＯＳキャッ

チ電話相談」に通報・相談してください。

S O S

いざツーホー

（月～金 9:00 ～ 16：00　

　　　　　祝日・12/29 ～ 1/3 除く）
※電話相談のみ

専門機関や警察などに迅速・適切につなぎ、

早期の対応を図ります

078-341-1324身近な異変に
気づいたら・・

通報先に
迷ったら・・・

マモリン

（
オ
ニ
オ
ン
ズ
）

②

（
淡
路
ク
ラ
ブ
）

②

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

経
済
的
な
理
由

等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付

猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。 

　

平
成
27
年
度
の
免
除
等
の
受
付

は
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
平
成
27
年
７
月
分
か
ら
平

成
28
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対

象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。　

 

　

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
法

律
が
改
正
さ
れ
て
、
２
年
１
か
月

前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
免
除

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　

失
業
等
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ

た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た

た
め
に
未
納
期
間
の
あ
る
人
は
、

一
度
、
市
役
所
市
民
課
窓
口
ま
た

は
明
石
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０

年
金
相
談 

８
月
７
日
（
金
）

時
間 

午
前
11
時
～
午
後
３
時
、

会
場 

市
役
所
第
２
別
館
多
目

的
ホ
ー
ル
（
要
予
約
・
先
着
24
人
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　

夏
の
節
電
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

夏
は
、１
年
の
中
で
最
も
電
気

の
使
用
量
が
増
加
す
る
季
節
で

す
。
節
電
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、産

業
活
動
や
市
民
生
活
に
不
可
欠

な
需
要
に
支
障
が
生
じ
な
い
範

囲
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
で
の
節
電
対
策
や
一
人
ひ

と
り
の
節
電
が
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
削
減
、地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日
（
水
）
～

９
月
30
日
（
水
）
の
平
日

　
（
8
月
13
日
～
14
日
を
除
く
）

時
間 

午
前
９
時
～
午
後
８
時

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

　

回 日程 内容

１
7月16日
　（木）

２
8月20日
　（木）

３
9月17日
　（木）

４
10月15日
　（木）

５
11月19日
　（木）

６
12月17日
　（木）

人
権
学
習
講
座
の
受
講
生
を
募
集

　
「
日
常
の
気
づ
き
と
癒
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
寄
せ
植
え
を
楽

し
み
癒
し
を
感
じ
る
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
師 

生
田
誠
治 

氏

講
座
会
場 

湊
地
区
公
民
館

（
旧
西
淡
公
民
館
）

受
講
対
象 

高
校
生
以
上
20
人

受
講
料 

１
回
２
０
０
０
円

（
材
料
費
）

問
南
あ
わ
じ
市
人
権
教
育
研
究

　

協
議
会
☎
43
・
５
２
３
２

「気づくことからできること」
と「ハイドロカルチャ」

「家庭の中で考えよう」と
「トロピックな寄せ植え」

「学校の中で考えよう」と
「多肉植物」

「暮らしの中で考えよう」と
「秋色の寄せ植え」

「まちの中で考えよう」と
「ハンキングバスケット」

「まとめ」と「冬の玄関を春ま
で飾るコンテナガーデン」

人権学習講座７月からの開講日
※開講時間は午後７時 30 分～９時 30 分

※都合により日程が変更する場合があります

◆啓発冊子「気づきタウン」の学習
　と寄せ植え

　　

場所：キヤノンギャラリー梅田

（大坂市北区梅田３の３の 10 梅田

ダイビル B1）

淡路「島」だった頃
写真展 7 月 30 日～ 8 月 5 日

☎ 06-4795-9942  

　今年は大鳴門橋開通から 30 年。

橋がかかる前の懐かしい島の風物

詩を 50 点の写真で紹介。

　　

問南あわじスイミングスクール

　☎ 42-4994

サンプール 短期水泳
教室参加者を募集
　夏休み期間中の短期水泳教

室の参加者を募集していま

す。気軽に参加できますので、

お問い合わせください。

大
会
結
果

※議会放送によりプログラムが一部変更になりますので、

　
あらかじめご了承ください

【両日再放送】



広報  

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教

育
終
了
前
の
子
供
の
い
る
世
帯
等

は
、21
万
４
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　

1
戸
、C
棟
１
０
４
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
７
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
２
万
１
８
０
０
円
～

４
万
２
９
０
０
円（
共
益
費
別
途
）

◇
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
水
）

◇
公
開
抽
選
日　

７
月
24
日（
金
）

　

午
前
10
時
。市
役
所
本
館
１
階

▽
申
込　

都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
　

内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
住

居
確
保
給
付
金
受
給
者
等
の
就

労
支
援
を
必
要
と
す
る
者

▽
日
時　

７
月
14
・
28
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
事
前
申
込
が
必
要

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
内
容　

補
装
具（
義
肢
・
装
具
・
車

い
す
）の
交
付
、修
理
と
適
合
判
定

▽
日
時　

８
月
21
日
（
金
）　

午

前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
市
健
康
福
祉
会
館

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

▽
申
込
締
切　

８
月
７
日
（
金
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル

▽
対
象
者　

島
内
で
四
季
折
々
の
花

と
緑
を
大
切
に
育
て
て
い
る
個

人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体

▽
応
募
締
切　

８
月
21
日
（
金
）

▽
審
査
部
門　

❶
家
庭
・
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
❷
学
校
・
学
園
❸
職
域
・
事

業
所
・
そ
の
他
❹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１　

大
浴
場
及
び
施
設
清
掃
ス
タ
ッ
フ

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

　

午
後
5
時

※
月
20
日
程
度
勤
務
で
き
る
人
。

　

年
齢
不
問

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

※
雇
用
保
険
、労
働
保
険
加
入

◆
配
膳
ス
タ
ッ
フ
及
び
夏
季
ア
ル

　

バ
イ
ト
も
募
集
中
。
詳
し
く
は

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
慶
野
松
原
荘
☎
36
・
３
３
９
１

兵
庫
県
警
察
官
採
用
試
験

▽
受
験
資
格　

採
用
時
35
歳
ま
で

の
男
女

▽
採
用
予
定
人
数　

男
性
２
１
０

人
程
度
、女
性
30
人
程
度

▽
一
次
試
験　

９
月
20
日（
日
）

▽
申
込
期
間　

７
月
10
日（
金
）～

８
月
27
日（
木
）

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　

☎
42
・
０
１
１
０

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
ス
タ
ッ
フ

　

小
学
生
に
遊
び
や
体
験
学
習
を

提
供
し
た
り
自
習
を
見
守
り
ま
す
。

▽
期
間　

8
月
17
日（
月
）～
21
日

（
金
）、8
月
24
日（
月
）～
28
日（
金
）

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

講
演
会
の
ご
案
内

▽
日
時　

８
月
９
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
40
分

▽
場
所　

淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場

▽
講
師
・
講
演　

❶
遠
藤
昇
氏
・

大
い
な
る
自
然
。
内
な
る
自
然

の
活
性
化
❷
長
谷
川
洋
一
氏
・

宇
宙
桜　

千
年
の
癒
し

▽
定
員　

２
０
０
人

▽
入
場
料　

無
料

問
関
西
看
護
医
療
大
学

　

☎
０
７
９
９
・
60
・
１
２
０
０

ウ
イ
ン
ズ・
き
ら
ら
夏
祭
り

　

パ
ン
・
お
菓
子
な
ど
の
自
主
製

品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
阿
波
踊
り

や
吹
奏
楽
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の

催
し
も
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
18
日
（
土
）

　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

問
ウ
イ
ン
ズ
☎
43
・
２
８
１
１

※
時
間
交
代
、日
替
希
望
は
応
相
談

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館
１
階

▽
謝
金　

時
間
９
０
０
円

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
体
育

青
少
年
課
へ
持
参

▽
選
考
方
法　

面
談　
　
　
　

▽
申
込
締
切　

7
月
22
日（
水
）

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

淡
路
広
域
水
道
企
業
団
職
員

▽
業
種　

事
務
職

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
一
次
試
験　

９
月
20
日（
日
）

▽
申
込
期
間　

７
月
27
日（
月
）～

８
月
７
日（
金
）

※
応
募
資
格
等
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団

　

☎
42
・
５
８
９
６

消
防
職
員
採
用
試
験

▽
業
種　

消
防
職

▽
採
用
予
定
人
数　

10
人
程
度

▽
一
次
試
験　

10
月
18
日
（
日
）

▽
申
込
期
間　

８
月
24
日（
月
）～

９
月
11
日（
金
）

※
応
募
資
格
等
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

　

本
部　

☎
24
・
０
２
７
１

洲
本
公
証
役
場

　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す
る
相
談

や
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
大
切
な
契

約
の
相
談
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
を

受
け
ま
す
。
※
事
前
要
予
約

▽
日
時　

８
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

淡
路
生
活
創
造
活
動
グ
ル
ー

プ
交
流
会（
無
料
）

▽
内
容　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
発

表
、
活
動
紹
介
、
活
動
展
示

▽
日
時　

７
月
11
日
（
土
）

　

午
後
０
時
50
分
～
５
時

▽
場
所　

淡
路
市
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

魚
彩
館
20
周
年
フ
ェ
ア
ー

▽
内
容　

焼
ア
ナ
ゴ
、鯛
め
し
、蛸

め
し
、天
ぷ
ら（
ア
ジ
他
）の
振
舞

い
、魚
彩
館
特
売
会（
焼
ア
ナ
ゴ

他
）、魚
の
掴
み
取
り
、抽
選
等

▽
日
時　

７
月
20
日（
月
・
祝
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
な
く
な
り
次
第
終
了

▽
場
所　

魚
彩
館
周
辺

問
農
林
水
産
課
☎
43
・
５
２
２
３

問
南
あ
わ
じ
漁
協

　

☎
39
・
０
０
０
５

下
水
道
処
理
施
設
見
学
会

　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
下

水
道
処
理
施
設
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。※
約
１
時
間

▽
内
容　

水
に
つ
い
て
の
話
、
下

水
道
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
、
施
設
見
学
等

▽
日
時　

７
月
11
日
（
土
）

　

❶
午
前
10
時
～
❷
午
後
２
時
～

▽
定
員　

各
30
人

▽
場
所　

賀
集
浄
化
セ
ン
タ
ー

※
下
水
道
課
ま
で
事
前
に
ご
予
約

く
だ
さ
い（
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
一
般
公
開

▽
内
容　

航
行
船
舶
と
の
交
信
状

況
の
見
学
、
セ
ン
タ
ー
業
務
体
験
、

屋
上
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
展
望
な
ど

▽
日
時　

７
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

淡
路
市
野
島
江
崎

問
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
０
５
０

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
移
動
相
談

▽
日
時　

７
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０

　

F
　

26
・
１
１
７
５

阿
万
海
水
浴
場
周
辺
美
化
活
動

▽
日
時　

７
月
15
日
（
水
）
午
前

７
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

阿
万
海
水
浴
場

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

瓦
ば
ん

情
報
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　 ７月の
　 無料相談

ご
案
内

募
　
集

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

▽
午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　14日（火）・23日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　９日（木）13:30～15:00
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約不要） 

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　15日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　13日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要） 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

ま
な
び
の
扉

2015.7.1発行

問市立図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は17：00まで　（広田、
　湊地区公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 

　　　

　

まなびの扉

シリー
ズ

広報  

◆
劇
団
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
in
市
立
図
書
館

▽
内
容　

お
や
ゆ
び
ひ
め　

他

▽
日
時　

7
月
26
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

第
１
３
５
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
土
星
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

７
月
20
日
（
月
）

　

午
後
８
時
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

７
月
21
日
（
火
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

者
団
体
の
舞
台
発
表
・
子
ど
も

人
形
絵
画
展
表
彰
式
・
子
ど
も

義
太
夫
教
室
発
表
ほ
か

▽
日
程　

7
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
会
場　

中
央
公
民
館

問
淡
路
人
形
協
会
☎
42
・
６
０
６
０

図
書
館
フ
ェ
ア

◆
雑
誌
・
古
本
リ
サ
イ
ク
ル

　
梅
田
俊
作
・
佳
子
原
画
展
示

▽
内
容　

絵
本「
ぎ
ん
ぎ
ん
あ
そ
べ

か
ん
か
ん
あ
そ
ぼ
」の
原
画
展
示

▽
期
間　

７
月
19
日（
日
）～
８
月

22
日（
土
） 

◆
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

▽
内
容　

❶
石
に
絵
を
か
い
て
遊

ぼ
う
❷
笹
舟
を
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

▽
日
程　

❶
7
月
25
日（
土
）❷
8

月
1
日（
土
）

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時

◆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
～

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

児
童
館
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

▽
募
集
人
数　

各
20
人

▽
申
込
締
切　

７
月
17
日（
金
）

※
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。ま
た
定
員
に
達
し

次
第
、募
集
を
締
め
切
り
ま
す

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

働
く
婦
人
の
家

❶
布
ぞ
う
り
作
り
講
座（
20
人
）

▽
内
容　

古
布
を
利
用
し
て
素
足

で
履
け
る
布
ぞ
う
り
作
り

▽
日
時　

7
月
17
日
（
金
）

　

午
後
7
時
～
9
時

▽
講
師　

福
永
英
美
先
生

▽
持
ち
物　

古
い
布
・
は
さ
み
・

定
規

▽
費
用　

材
料
費
３
０
０
円

❷
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
講
座（
10
人
）

▽
内
容　

す
み
れ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

▽
日
時　

7
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
講
師　

福
田
佳
子
先
生

▽
持
ち
物　

は
さ
み

▽
費
用　

材
料
費
１
０
０
０
円

※
❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

7
月
15
日
（
水
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

義
経
千
本
桜　

二
段
目

大
物
浦
の
段

▽
期
間　

９
月
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

義
経
千
本
桜　

二
段
目

大
物
浦
の
段

▽
期
間　

８
月
ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展

　
　
　
　
　（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

7
月
11
日
（
土
）
ま
で

◆
子
ど
も
た
ち
の
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
絵
画
展

▽
期
間　

7
月
19
日
（
日
）
～

◆
阿
波
木
偶「
三
番
叟
ま
わ
し
」

「
箱
廻
し
」
の
世
界

▽
期
間　

7
月
10
日
（
金
）
～

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
73
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

７
月
４
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

「
淡
路
の
星
空
か
ら

　
　
　
小
さ
な
化
石
ま
で
」展

▽
内
容　

天
体
か
ら
小
さ
な
化
石

　

ま
で
を
展
示
。
望
遠
鏡
、
化
石

　

の
レ
プ
リ
カ
作
り
の
ワ
ー
ク
シ

　

ョ
ッ
プ
等
も
開
催
。

▽
日
程　

７
月
18
日
（
土
）
～
８ 

　

月
２
日
（
日
）

▽
場
所　

パ
ル
テ
ィ
三
原
店

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

第
32
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

　
　
　
　
後
継
者
団
体
発
表
会

▽
内
容　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

淡
路
人
形
座（
７
月
公
演
）

◆
夏
休
み
特
別
企
画

　

午
前
11
時
の
公
演
終
了
後
、
鑑

賞
者
先
着
20
人
限
定
で
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

７
月
25
日
～
８
月
30
日
ま

で
の
土
日（
※
８
月
22
日
を
除
く
）

※
毎
週
水
曜
日
が
定
休
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

恒
例
　
納
涼
音
楽
祭

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
に
こ
い
ち
」
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す

▽
日
程　

７
月
21
日
（
火
）

▽
場
所　

三
原
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
。
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
登
日
）

　

☎
０
８
０
・
５
７
０
６
・
１
４
０
７

公
開
講
座（
無
料
）

▽
内
容　

淡
路
島
の
偉
人
に
学
ぶ

「
樋
口
季
一
郎
」

▽
日
時　

７
月
12
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
正
午

▽
会
場　

タ
イ
ム
ア
フ
タ
ー
タ
イ

ム
（
洲
本
市
）

問
同
実
行
委
員
会
（
佐
渡
）

　

☎
０
９
０
・
２
１
１
３
・
３
４
７
０

サ
マ
ー 

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
１
５

▽
期
間 

7
月
18
日
（
土
）
～
9

月
30
日
（
水
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
高
校
生
以
上
の
人

▽
参
加
費　

無
料

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
る
人
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
52
・
２
５
１
５

118

　 倭
しと

文
おり

安
あん

住
じゅう

寺
じ

に 位 置 す

る遺跡です。

昭和55年度に

行 っ た 調 査

により、平安

時 代 前 半 頃

の軒
のき

丸
まる

瓦
がわら

が見つかっています。約４分

の１の文様が残っており、直径約16㎝

の単
たん

弁
べん

八
はち

葉
よう

蓮
れん

華
げ

文
もん

に復元できます。調

査で瓦類がややまとまって出土してい

ることから周辺には寺
じ

院
いん

が存在したと

考えられます。

問埋蔵文化財調査事務所☎42-3849

安あ
ん

住
じ
ゅ
う

寺じ

跡あ
と

●ぼくとテスの秘密の七日間
アンナ・ウォルツ作／野坂　悦子訳／
きむら　さとし絵（フレーベル館）

十歳の男の子サミュエル
は、家族と出かけたテッセ
ル島の砂浜で、島に住むひ
とつ年上の女の子、テスと
出会う。その子には秘密の
計画があって…。少年サ
ミュエルの心が旅する七日
間の物語。

●48歳からのＬＩＮＥ入門
家族や友人とのコミュニケーションを楽しもう！
リブロワークス著（インプレス）

●勉強嫌いほどハマる勉強法　
宝槻　康伸著（ＰＨＰ研究所）

LINEをこれから利用する
40～60代の人に向けた入
門書。
メイン機能の「トーク」「スタ
ンプ」「無料通話」や、トラブ
ルに遭わないための安全な
使い方を解説する。関連アプ
リ紹介や困ったときのＱ＆
Ａも収録。

今すぐ教科書やドリルはとじ、
マンガやテレビや映画をひら
いて勉強を始めましょう！
独学で京大に受かった著者
が、「ストーリー活用」勉強法
など、どんな勉強嫌いの子ど
もでも勉強好きに変えるた
めの方法を紹介する。

●クレヨンからのおねがい！
ドリュー・デイウォルト文／オリヴァー・ジェファー
ズ絵／木坂　涼訳 （ほるぷ出版）

ケビンがクレヨンの箱を出
すと、自分宛の手紙の束が。
それは、クレヨンからの手紙
で…。
ユーモアあふれる視点で、ク
レヨンたちの気持ちを代弁
したユニークな絵本。

７月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

内容  月日

アイスクリーム
作り

７月 29 日（水）午前９時～

輪ゴムおり
コースター作り

８月　５　日（水）午前９時～

万華鏡作り ８月 10 日（月）午後１時 30 分～

マイバック作り ８月 20 日（木）午前９時～

牛乳パックで
貯金箱作り ８月 26 日（水）午前９時～

７月初回トレーニング講習会

　日 曜日 第１講習 第２講習

　３ 金 14:00～ 19:00～

25 土 10:00～ 15:00～

●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　　　　　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分

ヨガ教室受講者募集

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(市内、全８回）
※日程が変更になる場合あり

文化体育館

回数 　　月日 曜日 開始時間
第１回 ７月 24 日 金 19:30 ～

第２回 ８月 21 日 金 19:30 ～

第３回 ８月 28 日 金 19:30 ～

第４回 ９月 11 日 金 19:30 ～

第５回 ９月　18 日 金 19:30 ～

第６回 ９月 25 日 金 19:30 ～

第７回 10 月　２日 金 19:30 ～

第８回 10 月　９日 金 19:30 ～

　ヨガでは、身体を動かしながら呼吸
を深め、ボディーメイク効果を高める
プログラムです。

※子ども連れの受講はできません
※７月18日（土）はトレーニングルーム
　臨時休業

▲軒丸瓦

                                        １　　2  3　　4

 5  　６　　７    8　　9  10　　11

12      13　　14    15　　16      17　　18

19      20　　21     22　　23      24　　25

26      27　　28 　　29　　30     31
月末整理

※○はおやすみです
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  ７月の健康カレンダー
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 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ５日（日） 鈴 木 俊 示 医師 斉 藤 雅 文 医師

12日（日） 富 本 喜 文 医師 柴 田 亮 平 医師

19日（日） 友清龍一郎 医師 大 鐘 稔 彦 医師

20日（月） 日 笠 久 美 医師 穀 内 純 江 医師

26日（日） 橋 田 友 孝 医師 鈴 木 俊 示 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火 平 成 病 院
八 木 病 院

水 中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

小児救急医療

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日 曜日　   時間 場所

阿波踊り体操
１ 水

10:00 ～ 緑保健福祉
センター15 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動　 １6 木 　　　　沼島総合センター

認知症を支える家族の会　スマイル

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま

せんか？日ごろの思いを話し合える場です。

日時　７月８日（水）14:00～15:00

場所　中央公民館２階　視聴覚室

問地域包括支援センター☎43-5237

◆小児夜間救急電話センター

　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪番で小

児夜間救急診療を行っています。電話センターへ電話

していただくと看護師が症状を聞き、必要な時は当日

の担当医療機関を紹介します。

問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～11時30分、午後１

時～4時30分（受付時間）までの間、みなと元気館内の

洲本市応急診療所において、小児科医の輪番による小

児救急診療所を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本市応急診療所☎24-6340

● 献血
  日   　曜日 　　     受付時間 場所

９ 木 11：30 ～ 16：00 中央公民館
（旧三原公民館）

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　時間 場所

淡路の「食」と「農」の
魅力、歯の健康

16 木
　10:00 ～
　12:30

緑保健福祉センター

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 16 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（27年３月生）

28 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（26年９月生）

21 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（25年12月生）

７ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（25年４月生）

15 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（24年６月生）

14 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（22年７月生）

27 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（2４年４月･24年10月生）

１ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（26年５月生）

13:30 ～ 14:00
10 金

（26年12月生） 17 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（27年2月生）

30 木 ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ２ 木 ９:30
発達支援相談（予約制） ２ 木 13:30 ～

　 6 月 26 日から町ぐるみ健診が始まりました。健診では、健康診査（身体計測、
血液検査、尿検査等）やがん検診などを行っています。健診を受けて日ごろの健康
状態をチェックし、生活習慣を振り返り、健康づくりに役立てましょう。なお、町ぐ
るみ健診は健診日時が指定されています。
また、まだ申し込みをしていない人は健康課まで連絡してください。	

健診までにチェック

❶受診票(問診票)
❷受付時間票(健診日時・健診会場・受診項目表示)
❸医療保険証、❹自己負担金
❺特定健康診査用受診券(40～74歳)
   ※市国保の加入者は不要です

受診時の注意事項

❶全額自己負担になる人
　　医療保険未加入者や特定健康診査用受
　診券が発行されていない人は、特定健康診
　査は全額自己負担(5,400円)となります。
❷従業員本人
　　職場健診を受けてください。
❸40～74歳の被扶養者の人
　　被扶養者の特定健康診査(40～74歳)
　は、市と契約をかわした医療保険者のみ
　受診できます。お勤め先にご確認くださ
　い。医療保険者より　発行される特定健
　康診査用受診券がない場合、全額自己負
　担となります。

健診申込者数（概算）

19歳～39歳 1,134人

40歳～74歳
（内国保加入者）

6,333人
（4,306人）

75歳以上 1,613人

検診項目 申込者数

肺がん検診 8,653人

胃がん検診 3,935人

歯周疾患・口腔がん検診 2,102人

大腸がん検診 6,503人

前立腺がん検診 2,129人

乳がん検診 1,451人

子宮頸がん検診 1,508人

指定日時の都合がつかない場合
　午前11時～11時30分、午後2時～午後2時30分をご利用ください。変更の連絡は不要です。
ただし歯周疾患・口腔がん検診は全日程午前のみです。

※がん検診は会社等で検診を実施していない場合のみ受診可能
※特定の年齢の人にがん検診無料クーポン券(乳がん、子宮頸がん、大腸
　がん、肝炎ウイルス）を５月に配布済。町ぐるみ健診で利用可

　がん検診について

健診の日程表

日 月 火 水 木 金 土

　　…湊地区公民館（旧西淡保健センター）

　　…南淡福祉保健センター
　　…緑保健福祉センター
　　…中央公民館（旧三原保健センター）

　

※子宮頸がん検診あり、午前・午後受付 =１日、４日、５日
※子宮頸がん検診なし、午前のみ受付＝３日、６日、７日

中央公民館　８月１日、３～７日

中央公民館　９月４日、５日、７日

※子宮頸がん検診あり、午前・午後受付＝４日、５日
※子宮頸がん検診なし、午前のみ受付＝７日

※５月22日現在

  ７月

＝子宮頸がん検診あり、午前・午後受付 
＝子宮頸がん検診なし、午前中のみ健診

  8月

  9月

問健康課☎43-5218

 　 　 　 　 　 　 1　 2 　 3 　 4

 5 　 　6 　  7 　 8 　 9 　 10　 11

　12　　13　　  14　 15　 16　 17　 18

　19　　20　　  21　 22　 23　 24　 25　

　26　 27　　  28　 29　 30　 31

町ぐるみ健診　町ぐるみ健診　スタート　スタート　～ 健診から健康づくりをはじめよう ～～ 健診から健康づくりをはじめよう ～

“お酒をやめたい”人へご案内

　お酒をやめたいという願いをかなえるのに、

極めて効果が高いと言われている“AAミーティ

ング（以下AA）”が、淡路島内で毎週開催されて

います。お酒をやめたい人ならどなたでも参加

いただけます。秘密厳守。

問ＡＡ関西セントラルオフィス（ＫＣＯ）

　☎06-6536-0828　F06-6536-0833

営業時間　月～金＝午前10時～午後５時、

　日・祝＝午後１時～４時、土＝休み
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火曜日）
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 49,448人（前月比－47人）

　    （男） 23,841人（前月比－23人）

　    （女） 25,607人（前月比－24人）

●世帯数 19,095世帯（前月比－１世帯）

※平成27年６月１日現在 　

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
垣　　佳宏（　湊　）

奥条　康司（　灘　）

下浦　兼慈（阿那賀）

秦　　俊行（　湊　）

後藤　祥仁（八　木）

川西　佑弥（　湊　）

髙田　　亘（八　木）

山口　高広（阿　万）

増田　圭将（賀　集）

三谷　直嗣（洲本市）

植田　志穂（神戸市）

津田　真歩（淡路市）

田村　美奈（潮美台）

山口　美里（神　代）

北野　千晴（八　木）

大田原ひふみ（明石市）

鈴木　智子（阿　万）

上田　員巳（　市　）

宮崎　真衣（八　木）

木村　　恵（広　田）

５ 月 16 日

５ 月 18 日

５ 月 18 日

５ 月 19 日

５ 月 25 日

５ 月 31 日

５ 月 31 日

６ 月 ６ 日

６ 月 12 日

６ 月 14 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

濵田　種男
高田千惠子
島田おかの
藤原正二郎
坂口　　勉
土井　算夫
土居　　子
雨堤美代子
上田みゆき
長谷川啓子
玉岡　和己
増井　　敏
齋藤　英捷
仲山つや子
藤井健次郎

福 良
北阿万
北阿万
阿 万
阿那賀
阿 万
市

津 井
灘

北阿万
倭 文
松 帆
津 井
北阿万
松 帆

83
84
99
92
49
82
94
74
100
82
83
73
71
92
97

５ 月 15 日
５ 月 16 日
５ 月 17 日
５ 月 17 日
５ 月 18 日
５ 月 19 日
５ 月 20 日
５ 月 21 日
５ 月 21 日
５ 月 22 日
５ 月 23 日
５ 月 23 日
５ 月 24 日
５ 月 25 日
５ 月 26 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

原 口　 遥
はるひ

陽

天羽るのん

前 田　 彩
あやね

羽

入 谷　 莉
りおう

央

田 原　 臣
おみな

登

松 本　 滝
たきや

八

濱 田　　 旭
あさひ

畑　　 紗
さ や

矢

日 種　 鶴
つるの

乃

細 川　 慶
けいち

地

萬　　 暁
あかり

璃

三 谷　 一
いつき

煌

三 谷　 一
いっしん

心

保 田　 優
ゆうし

志

川 人　 陸
り く

功

髙 村　 心
こはる

春

谷 田　 琉
る く

琥

大 田　 洸
ひろと

斗

德 田　　 匡
たすく

船 島　 卓
たくま

真

久 米　 宰
さいへい

平

長 尾　 桜
ろうさ

沙

上田梨
り り か

々夏

黒田しづく

藤本ひまり

河 内　 紗
す ず

々

村 上　 陽
はると

人

女

女

女

男

男

男

男

女

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

男

男

男

女

女

女

女

女

男

和 輝

秀 和

和 洋

康 允

健太郎

大 輝

賢

恒 二

晃 嗣

一 郎

祐 希

典 史

典 史

晋太郎

豊

龍之介

大 典

謙 成

剛

穣

基 支

章 裕

剛 徳

圭一郎

剛

寛 人

亮

榎 列

福 良

市

賀 集

広 田

福 良

松 帆

富山県

津 井

広 田

広 田

北阿万

北阿万

榎 列

市

神 代

福 良

潮美台

潮美台

福 良

松 帆

伊丹市

賀 集

神 代

福 良

志 知

賀 集

５ 月 ８ 日
５月 10 日
５月 11 日
５月 13 日
５月 14 日
５月 14 日
５月 15 日
５月 18 日
５月 19 日
５月 21 日
５月 24 日
５月 25 日
５月 25 日
５月 26 日
５月 27 日
５月 27 日
５月 27 日
５月 28 日
５月 28 日
５月 29 日
６ 月 １ 日
６ 月 １ 日
６ 月 ３ 日
６ 月 ４ 日
６ 月 ４ 日
６ 月 ５ 日
６月 10 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

田村　かめ
藤江とし子
林　惠美子
原口　輝夫
前田佳代子
安井　信夫
齋田　加雄
谷田　一夫
不藤　照代
中川　康葊
森﨑しげ子

奥野みね子
水引ゆり子
宮本のぶゑ
藤本ヤヱ子
堀井　　通
藤田　幸子
三澤　勘次
喜田　　圭
田村きよ子
山崎　明子
児島　貞夫

神 代
神 代
北阿万
市

福 良
八 木
志 知
福 良
広 田
松 帆
福 良

福 良
福 良
賀 集
賀 集
市

北阿万
福 良
志 知
福 良
湊
市

101
90
86
90
72
87
87
67
84
68
86

80
64
80
82
79
82
91
86
93
79
93

５ 月 27 日
５ 月 27 日
５ 月 28 日
５ 月 28 日
５ 月 28 日
５ 月 29 日
５ 月 31 日
５ 月 31 日
５ 月 31 日
６ 月 １ 日
６ 月 ３ 日

６ 月 ５ 日
６ 月 ５ 日
６ 月 ５ 日
６ 月 ８ 日
６ 月 ９ 日
６ 月 10 日
６ 月 11 日
６ 月 12 日
６ 月 13 日
６ 月 13 日
６ 月 14 日

死亡
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平成27年６月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

　正解者の中から抽選で５人に図書カード1,000 円

分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせ

ていただきます）

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報やさんさんネット、南あわじ市に対するご意
見・ご感想をお書きの上、秘書課までご応募くださ

い。■応募〆切７月１5日（水）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

多くの市民の皆さんに使用して

いただき、地元商業の活性化

▲二次元コード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
６
月
号
の
正
解
は
❶
の
約
３
万
６
０
０
０
枚
。　

41
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

の起爆剤となることを期待して、南あわじ市では６回目

となるプレミアム付き商品券「●●●●●●●南あわ

▲プレミアム付き商品券

子育て広場

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家　

登録をすると、いつでも自由に遊べます。
公園に出かける感覚で気軽に利用してください。
赤ちゃんは、体重・身長測定ができます。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込は不要）
ひろば名 ７月の開設日 場所 時間
みどり 1,8,10,15,17,29 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 2,7,9,23 働く婦人の家

せいだん 7,9,16,21,28,30 湊地区公民館

なんだん 1,3,8,10,22,24 福良地区公民館

赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

　水あそびが始まります。プールの中で手足をパシャパシャ。

子どもたちの笑顔がキラキラ輝きます。ぜひご参加くださいね。

問子育て学習・支援センター☎42-7703、9：00～16：00

青少年健全育成市民会議を開催します
広報クイズ

●催し ※要申込
行事名 日時 費用等

①季節のアルバム
13日

10:00～
10：45

働く婦人の家・軽運動場、50円、
申込締切６日

②７月のおたんじ
　ょうび会

13日
11:00～

働く婦人の家、100円、
11時に写真撮影で時間厳守、
申込締切８日

③ままひろば
布ぞうり作り教室

13日
13:00～
14：30

働く婦人の家・軽運動場、200円、
定員20人、
申込締切６日

④動く
　こどもの館号

7月16日
11：00～
12：00

働く婦人の家・軽運動場、100円、
申込締切６日

 ●年齢別ひろば ※要申込
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

いちご
０歳児～
10か月まで

14,15,22
24,29,31

10：00～
　10：45

プール遊び
（働く婦人の家・中庭）水
遊びパンツ（必ず全員着
用）、タオル、ビーチサン
ダル、日よけ帽子、お茶、
申込締切８日
※14日は10：00～11：15
淡路広域消防署員による
救急救命講習会に、必ず
ご参加下さい

ばなな
11か月～
今年度２歳
になる子

14,17,21,23
,28,30,31

10:00～
　10：45

ぶどう
今年度３歳
になる子、 ４
歳になる子

14,15,22
24,29,31

10:00～
　10：45

じ市商品券」を発売

しました。●に入る
ひらがな７文字を
お答えください。

（ヒントは広報２頁）。

7月10日（金）に

心のかけはし

◆大  会  名  南あわじ市青少年健全育成市民会議
◆開  催  日  ７月 10 日（金）午後７時より
◆会　   場  湊地区公民館（旧西淡公民館）大ホール   
◆記念講演  「若者の居場所のつくりかた」
　　　ＮＰＯ生涯学習サポート兵庫 理事長 山崎清治
◆一般の方の参加も大歓迎です。

　どうぞお越しくださるよう

　お願いいたします。　　

問南あわじ市 青少年育成センター 
　（体育青少年課内☎43-5234） ▲青少年健全育成市民会議

　子どもたちは、限りない可能性を秘めた、私たちのまちの

大切な「跡継ぎ」です。その子どもを取り巻く環境は、今危

ないといわれています。

南あわじ市では「地域の子どもは、地域で守り育てる」の思

いから、大人が自信を持って子どもたちに手本を示し、子ど

もたちは大人の背中を見ながら素直に健やかに成長してくれ

ることを願っています。

　この会議は、子どもたちの健全育成を進めるためのネット

ワークづくりを推進するため開催します。

育てようこころとからだと思いやり

高校生ふれあい
育児体験（６月２日）

●●●●●●

※雨天で中止の場合は、みはらひろばを開設
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

2015.7.1発行 2223

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学
部

み
ん
な
で
つ
く
る
淡
路
ブ
ラ
ン
ド
食
品
加
工
創
作
大
会

▲協力して飛び出し坊やを制作する親子

▲食通で知られる俳優の辰巳琢郎さんのトークショー

松
帆
小
学
校

玉
ね
ぎ
収
穫
体
験

市
地
区

八
木
小
学
校

８・３
運
動
パ
レ
ー
ド

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

「
鱧
供
養
祭
」・「
べっ
ぴ
ん
鱧
ま
つ
り
」

鱧
の
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

南あわじ市は市制10周年

賀
集
小
学
校

34
年
続
く
伝
統
の
校
内
相
撲
大
会 子

育
て
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

力
を
あ
わ
せ
て
安
全
坊
や
制
作

お
め
で
と
う

◆
文
化
功
労
賞 

【
俳   

句
】

稲
山 

忠
利
さ
ん
（
北
阿
万
）

の
じ
ぎ
く
賞

【
奉
仕
活
動
】

平
田 

喜
代
子
さ
ん
（
松
帆
）

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
市
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
入
居
者

に
書
道
を
教
え
、入
居
者
が
生

活
で
の
喜
び
や
楽
し
み
を
持
て

る
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
平
田
喜
代
子
さ
ん
に
、

兵
庫
県
知
事
表
彰
「
の
じ
ぎ
く

賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
各
分
野
で
の

活
動
を
通
し
て
、淡
路
地
域
の

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

４
人
の
方
々
が
淡
路
文
化
協
会

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
文
化
奨
励
賞 

【
和
太
鼓
】

中
川 

真
由
美
さ
ん
（
榎
列
）

◆
文
化
功
労
賞 

【
大
正
琴
】

繁
田 

文
代
さ
ん
（
潮
美
台
）

◆
文
化
奨
励
賞 

【
文   

芸
】

野
水 

秀
穂
さ
ん
（
市
）

　

車
な
ど
の
運
転
手
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
、
飛
び
出
さ
な
い
た

め
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
機
会
の
１

つ
と
し
て
、
子
育
て
学
習
支
援
セ

ン
タ
ー
で
６
月
７
日
、
親
子
で
安

全
坊
や
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
提
供
の
看
板

に
、
事
前
に
準
備
し
た
イ
ラ
ス
ト

を
下
書
き
し
、
家
族
み
ん
な
で
協

力
し
て
ペ
ン
キ
で
色
を
塗
り
ま
し

た
。
完
成
し
た
看
板
は
各
家
庭
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◆
南
あ
わ
じ
市
長
賞

　

水
谷
寛
仁
、吉
川
貴
徳

◆
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
会
長
賞

　

髙
岡
恵
里
、髙
岡
匠

◆
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
組
合
長
賞

　

楓
る
み
子

◆
地
域
ブ
ラ
ン
ド
食
品
創
作
研
究
会
賞

　

細
見
麻
世
、藤
田
梨
花

◆
食
品
加
工
創
作
賞

　

山
上
沙
蘭

◆
吉
備
国
際
大
学
賞

　

八
木
小
学
校
六
年
生

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学

部
で
５
月
23
日
、淡
路
島
の
食
材

を
使
っ
た
食
品
加
工
創
作
大
会
の

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

応
募
総
数
１
２
０
点
の
中
か
ら
、

玉
ね
ぎ
や
そ
う
め
ん
な
ど
の
食
材

を
使
用
し
た
６
点
が
各
賞
に
輝
き

ま
し
た（
受
賞
者
は
下
記
の
と
お

り
。敬
称
略
）

　

こ
の
日
は
俳
優
の
辰
巳
琢
郎
さ

ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
、大
勢
の
人
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

松
帆
小
学
校
４
年
生
と
３
年
生

が
地
元
農
家
の
伊
木
睦む
つ

侑ゆ
き

さ
ん
の

田
ん
ぼ
で
玉
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
４
年
生
は
昨
年
12
月

に
自
分
た
ち
が
苗
を
植
え
て
大
き

く
育
っ
た
玉
ね
ぎ
を
収
穫
。
茎
と
根

を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
コ
ン
テ
ナ
に
詰

め
て
い
き
ま
し
た
。
家
で
手
伝
っ
て

い
る
子
も
い
て
手
際
よ
く
、
重
い
コ

ン
テ
ナ
も
協
力
し
合
っ
て
運
び
ま
し

た
。
糖
度
計
で
測
る
と
10
・
7
あ
っ

た
甘
い
玉
ね
ぎ
は
、
参
観
日
に
保
護

者
に
販
売
さ
れ
た
ほ
か
自
分
た
ち
で

調
理
し
て
味
わ
い
ま
す
。

▲手で引いた玉ねぎの茎と根をハサミで切ってコンテナに詰めました

▲フルート、オーボエ、ホルン、ファゴット、クラリネット、ピアノの演奏

▲全校児童が参加して土俵の上で真剣勝負に取り組みました

▲警察官の制服姿の市小学生や三原中学校吹奏楽部員らがパレード

▲上立神岩の前で一斉に鱧を放流する参加者

　

夏
の
味
覚
を
代
表
す
る
鱧
の

豊
漁
と
商
い
の
繁
盛
を
祈
念
す
る

「
鱧
供
養
祭
」
が
5
月
25
日
に
沼

島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
灘
・
沼

島
観
光
ふ
る
さ
と
会
」
が
主
催
し

て
今
年
で
24
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

沼
島
の
西
光
寺
で
鱧
の
供
養
が

行
わ
れ
た
後
、
島
の
南
東
に
位
置

す
る
上
立
神
岩
付
近
ま
で
船
で
移

動
し
て
、
出
席
者
た
ち
に
よ
っ
て
一

斉
に
鱧
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

鱧
は
産
卵
を
控
え
た
６
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
旬
を
迎
え
味
に
深

み
が
出
て
き
ま
す
。
特
に
沼
島
近

郊
の
漁
場
は
鱧
の
生
育
に
適
し
て

い
て
、
そ
こ
で
育
っ
た
鱧
は
、

頭
が
小
さ
く
胴
が
太
く
肉
厚
で

「
べ
っ
ぴ
ん
鱧
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
脂
が
の
っ
た
旬
の
鱧

を
骨
切
に
し
て
特
産
の
淡
路
島
た

ま
ね
ぎ
や
淡
路
手
延
素
麺
な
ど
と

い
っ
し
ょ
に
煮
込
む
「
鱧
す
き
」

は
絶
品
の
郷
土
料
理
で
す
。

　

５
月
24
日
に
は
「
べ
っ
ぴ
ん
鱧

ま
つ
り
」
が
福
良
漁
業
協
同
組
合

で
開
か
れ
「
鱧
す
き
」
の
振
る
舞

い
や
「
鱧
レ
ー
ス
」
な
ど
の
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
て
観
光
客
や
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
豊
か
に

し
て
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
よ
う
と
南
あ
わ
じ
市
出
身
の

音
楽
家
、本
濱
寿の
ぶ

明あ
き

さ
ん
と
シ
ッ
ク

ス
セ
ン
ス
６
人
を
招
い
て
八
木
小
学

校
で
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。
６
年
生
リ
コ
ー
ダ
ー
と

の
コ
ラ
ボ
演
奏
も
あ
り
、
児
童
か
ら

の
「
ど
う
し
た
ら
夢
が
叶
う
か
」
と

い
っ
た
質
問
に
、
本
濱
さ
ん
は
「
な

り
た
い
と
思
う
夢
を
ず
っ
と
思
い
続

け
て
い
れ
ば
、
気
が
付
け
ば
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と

わ
か
っ
て
く
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

賀
集
小
学
校
で
伝
統
の
校
内
相
撲

　

８
・
３
運
動
は
、
登
校
時
の
午
前

８
時
前
、
下
校
時
の
午
後
３
時
前

後
に
合
わ
せ
て
、
地
域
住
民
が
日

常
生
活
の
中
で
無
理
の
な
い
範
囲

で
「
見
守
り
を
意
識
す
る
」
と
い
う

運
動
で
す
。
市
地
区
で
は
5
月
30

日
、
運
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
警
察
官
の
制
服

を
着
用
し
た
市
小
学
校
１
年
生
や

三
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
ら
が
南

あ
わ
じ
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
の
先

導
で
三
原
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
か
ら

市
小
学
校
ま
で
の
商
店
街
を
行
進

し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
が
６
月
10
日
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。保
護
者
・
地
域
の
人
の
応
援
を
力

に
、児
童
は
元
気
い
っ
ぱ
い
戦
い
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
賀
集
相
撲
育
成
会

が
土
俵
の
修
復
支
援
や
審
判
な
ど
の

運
営
に
協
力
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。「
相
撲
を
通
し
て
友
だ
ち
と
思
い

切
り
ぶ
つ
か
り
合
え
る
の
は
、仲
が

い
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す
」と

い
う
先
生
の
話
通
り
、児
童
は
勝
つ
喜

び
や
負
け
る
悔
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、友
だ
ち
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
闘

志
あ
ふ
れ
る
熱
戦
が
続
き
ま
し
た
。

淡
路
文
化
協
会
　

　
　
　
　
文
化
賞

▲鱧すきの振る舞いや多彩な催しで賑わった「べっぴん鱧まつり」
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▲協賛店には「ゆめるん」の

　ステッカーを貼付しています。

▼子育て応援パスポート
　保育所（園）・幼稚園等に通所していない満３歳・４歳・５歳の子ども（4月
1日現在）を、家庭で保育している保護者に対して、「在宅子育て応援奨励
金」を支給し、また、「子育て応援パスポート」を交付します。

※奨励金の額：1人につき月額５，０００円

 ゆめるん情報
      No. ４

在宅子育て応援事業

パスポート利用施設
淡路ファームパーク・イングランドの丘、サンライズ淡路・サンライズ温泉、
さんゆー館、ゆーぷる、ゆとりっくクアハウス・プール、南あわじサンプール

子育て応援優待カード事業

　子どもを養育している家庭を地域全体で支えることを目
的とし、満18歳未満の子どもを養育している家庭に「ゆめる
んカード」を発行します。市内協賛店に「ゆめるんカード」を
提示するとさまざまな特典を受けることができます。

特典例　ポイント加算、景品プレゼントなど

【カラオケ部門】
　日時　７月４日（土）正午～
　場所　中央公民館２階大ホール

【展示部門】
　日時　７月１日（水）～23日（木）
　　　　午前９時～午後５時
　場所　中央公民館
　　　　※盆栽は中央公民館図書室

※各展示期間の最終日は午後３時まで

【音楽芸能部門】
　内容　大正琴、コーラス、郷土芸能など
　日時　７月５日（日）午前９時～
　場所　中央公民館２階大ホール
　　　　　　　
問南あわじ市文化団体連絡協議会事務局　
　（中央公民館内）☎43-5038

絵画・書道 ７月　１日（水）～　７日（火）

手工芸 ７月　９日（木）～15日（水）

写真 ７月17日（金）～23日（木）

盆栽 ７月17日（金）～20日（月）

第７回　南あわじ市ふれあい文化芸能祭

南あわじ市市民まつり

第37回慶野松原花火大会

日　時

場　所

７月25日（土）

慶野松原海水浴場周辺
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでご来場ください
※大会翌朝６時からの清掃活動にご協力をお願います

問商工観光課 ☎43-5221

７月25日（土）※荒天時翌日順延
午後６時～オープニングイベント
午後８時～花火打ち上げ

　夏の夜空を色鮮やか

に彩る3,100発の大輪の

華。潮風の中、砂浜に寝転

がり幻想的な光の世界に

酔いしれてみませんか。

ひとこと

問子育て支援課　☎43-5219


